




























2040年代の東京における
社会状況 ・課題 ・すべきこと

政府は選ぶことはできない
“Innovation Winner”

Can only make conducive 
environment

- 加速度的な変化に対応できる
都市へ

- イノベーションが生まれる環境
づくり

- 安全で住みやすいまちづくり（
サイバー空間を含む）

 INNOVATE

- Creation of knowledge

- 知識労働力

- Increase diversity

- グローバルにつながる

- Mobile worker

- コラボレーション空間

- Specialization

- チームワーク

- Automated / Real-time

- センサー

























Tokyo 2040 (1/2)

Cities needs to create platform to connect and be 
more resilient

- To create a Platform:

1. より良いビジネス環境にするために (多様性と人材の誘致)

2. ICTを利用し素早く簡単により効果的にビジネスができる

3. 起業家のためのより良い環境 (人材、設備、資金調達)

- By Connecting (Network Effect):

1. Discipline, Expertise, Knowledge and People をつなげる

2. ネットワークインフラの整備(lighting, sensors), データ収集と
共有

3. “Cross pollination”のための環境づくり









『ザ・チーム
日本の一番大きな
問題を解く 』

『その考え方は、
「世界標準」ですか?

ザ・チェンジ・メイカー

日経BP社
2012年10月発行
定価1,680円（税込）
ISBN 978-4-8222-4924-3

大和書房
2013年12月発行
定価1,470円（税込）
ISBN 978- 4-4797-9372-4

ダイヤモンド社
2015年11月発行
定価1,470円（税込）
ISBN 978-4478067451

IoTは日本企業へ
の警告である

日本経済新聞出版社
2016年1月発行
定価1,600円（税込）
ISBN 978-4532320553

“For an idea that does not first seem insane, there is no hope.”
-Albert Einstein














